
日
、
鶴
岡
・
田
川
地

26
区
日
本
共
産
党
後
援
会
の

２
０
１
５
年
度
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

昨
年
末
の
総
選
挙
で
の

８
議
席
か
ら

議
席
へ
の

21

大
躍
進
と
、
先
の
県
議
選

で
４
年
前
に
失
っ
た
鶴
岡

で
の
議
席
復
活
を
経
て
の

総
会
と
な
り
、
開
会
前
か

ら
会
場
で
は
「
よ
が
っ
た

の
ぅ
」
と
喜
び
の
声
が
交

わ
さ
れ
、
地
域
の
各
後
援

会
員
ら
が
互
い
に
健
闘
を

称
え
あ
い
握
手
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

後
援
会
代
表
委
員
の
一

人
で
、
関
徹
県
議
の
推
薦

人
で
も
あ
る
脇
山
拓
さ
ん

が
、
関
さ
ん
の
当
選
を
祝

う
と
と
も
に
、
「
い
ま
こ

そ
、
安
倍
政
権
の
暴
走
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
よ
う
」

と
訴
え
挨
拶
し
ま
し
た
。

長
谷
川
剛
党
地
区
副
委

員
長
が
、
地
区
委
員
会
を

代
表
し
挨
拶
を
行
い
「
市

民
か
ら
、
戦
争
す
る
国
づ

く
り
は
許
せ
な
い
。
な
ん

と
か
し
て
く
れ
」
と
の
声

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
、
「
党
の
力
を
一

層
大
き
く
す
る
た
め
に
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

関
県
議
「
託
さ
れ
た
願

い
届
け
る
た
め
調
査
と

準
備
始
め
た
」

初
当
選
を
果
た
し
た
関

徹
県
議
は
、
「
皆
さ
ん
の

大
き
な
力
で
、
議
席
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
」

と
、
選
挙
戦
で
の
支
援
に

お
礼
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
「
医
療
、
介
護
、
福

祉
、
地
域
振
興
な
ど
多
く

の
人
か
ら
託
さ
れ
た
願
い

を
届
け
る
た
め
に
、
今
か

ら
調
査
と
準
備
を
始
め
て

い
る
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
昨
年
度
の

活
動
と
し
て
県
と
全
国
の

「
赤
旗
ま
つ
り
」
へ
の
参

加
や
、「
新
春
の
つ
ど
い
」

な
ど
の
取
組
の
成
功
が

「
総
選
挙
や
県
議
選
で
の

力
に
な
っ
た
」
と
報
告
さ

れ
、
各
地
区
後
援
会
で
の

「
プ
ロ
野
球
観
戦
」
「
う

た
ご
え
喫
茶
」ツ
ァ
ー
や
、

「
夏
の
つ
ど
い
」
な
ど
工

夫
を
凝
ら
し
た
活
動
も
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

次
期
国
政
選
挙
に
向
け

基
礎
的
活
動
の
充
実

を
ま
た
、
２
０
１
５
年
度

活
動
方
針
と
し
て
「
県
議

選
で
議
席
を
奪
還
し
た
力

を
バ
ネ
に
、
次
期
国
政
選

挙
に
向
け
た
後
援
会
の
基

礎
的
活
動
の
充
実
」
「
会

員
の
顔
が
見
え
る
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
」
「
会
員
が
希

望
す
る
事
業
へ
の
取
組
」

な
ど
が
提
案
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
今
後
の
活

動
と
し
て
、
関
県
議
の
議

会
質
問
に
合
わ
せ
て
の

「
県
議
会
傍
聴
ツ
ア
ー
」

を
取
組
む
こ
と
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、

党
市
議
団
３
人
と
田
中
晃

三
川
町
議
が
参
加
し
ま
し

た
。
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介
護
報
酬
改
定
で
「
ロ
ン
グ

の
シ
ョ
ー
ト
」
存
続
の
危
機

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

介
護
報
酬
引
き
下
げ

そ
れ
が
、
４
月
か
ら
の
介
護
報
酬
改

定
で

日
を
超
え
た
利
用
の
報
酬
が
削

30

減
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

日
で
打
ち
切

30

る
か
、
削
減
分
を
利
用
者
か
ら
徴
収
す

る
か
、と
い
う
動
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
本
来
の
趣
旨

と
違
う
」
と
言
う
訳
で
す
が
、
特
養
不

足
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
利
用
者
切
り
捨

て
は
本
末
転
倒
で
す
。

史
上
最
大
の
引
き
下
げ
と
な
っ
た
今

回
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

低
下
と
負
担
増
、
職
員
の
労
働
条
件
の

益
々
の
低
下
等
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す

が
、
シ
ョ
ー
ト
も
事
業
そ
の
も
の
を
止

め
て
し
ま
う
事
業
所
が
出
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

介
護
切
り
捨
て
と
の
た
た
か
い
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
県
議

関

徹
）

介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

の
一
つ
に
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
あ
り

ま
す
（
短
期
入
所
生
活
介
護
。
「
シ
ョ

ー
ト
」
と
略
称
）。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
等

の
介
護
施
設
に
短
期
間
入
所
し
て
、
食

事
、
入
浴
な
ど
の
日
常
生
活
上
の
支
援

や
機
能
訓
練
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
介

護
す
る
家
族
の
急
病
や
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
場
合
や
、
介
護
者
の
休
養
や
負
担
軽

減
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
大
事
な
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

鶴
岡
に
は

施
設
・
定
員
は
２
６
８

16

人
に
な
っ
て
い
ま
す(

平
成

年
度
市

26

統
計)

。

連
続
利
用
は

日
ま
で
と
さ
れ
て
い

30

ま
す
が
、
１
４
０
０
人
を
超
え
る
特
養

入
所
待
ち
の
方
等
が

日
を
超
え
て
利

30

用
す
る
場
合
が
あ
り
、
関
係
者
の
間
で

は
、
「
ロ
ン
グ
の
シ
ョ
ー
ト
」
な
ど
と

市議会６月定例会日程（予定）

※開会時刻は10：00です。

６月 ２日（火）本会議（開会、提案説明、

総括質問等）、予算特別委員会

４日（木）本会議（一般質問）

５日（金）本会議（一般質問）

午後：共産党市議団（予定）

８日（月）本会議（一般質問）

９日（火）常任委員会（総務）

１０日（水）常任委員会（市民文教）

１１日（木）常任委員会（厚生）

１２日（金）常任委員会（産業建設）

１９日（金）予算特別委員会

２２日（月）本会議（閉会）

☆請願の締め切りは５月27日（水）午後１時

挨拶する関徹県議＝26日、勤労者会館



東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
4月23日入札分

・市道上荒俣北線道路改良工事(その２)（荒俣地内）
(株)ヤマムラ 2,900,000円（2,977,000円）工期～6/30（落札率97.4％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
4月23日入札分

・旧消防署温海分署庁舎解体工事
(株)和泉工務店 6,750,000円（6,990,000円）工期～7/10（落札率96.6％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
4月23日入札分

・市道松根羽黒線防護柵設置工事（黒川地内）
(有)大滝組 9,920,000円（10,442,000円）工期～7/22（落札率95.0％）

療
生
協
か
ら
の
参
加
で
、

秋
野
千
穂
さ
ん
（
協
立
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

理
学
療
法
士
）
と
石
塚
佳

央
理
さ
ん
（
本
部
組
織
部
）

２
人
は
同
期
入
職
の

歳
28

で
す
。

今
回
は
４
月

日
か
ら

25

５
月
１
日
ま
で
の
５
泊
７

日
の
行
動
参
加
と
な
り
、

出
発
を
前
に
４
月

日
、

22

附
属
ク
リ
ニ
ッ
ク
待
合
に

て
職
員

人
が
参
加
し
て

80

壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。法

人
理
事
会
、
前
回
参

加
者
よ
り
の
激
励
に
続
き

２
人
の
決
意
表
明
、
部
門

か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
そ
し
て
全
職
員
・
組

合
員
の
「
平
和
へ
の
思
い
」

を
託
し
て
、
千
羽
鶴
と
３

３
８
９
筆
の
「
核
兵
器
全

面
禁
止
ア
ピ
ー
ル
」
署
名

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

現
地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
、
世
界
各
国
の
同
志
と

共
に
核
兵
器
全
廃
ア
ピ
ー

ル
行
動
に
参
加
し
て
き
ま

す
。被

爆

年
の
今
年
を

70

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

へ
の
転
機
と
す
る
た
め
に

も
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

で
の
市
民
行
動
を
は
じ

め
、
国
内
外
で
情
勢
に
応

え
た
世
論
と
運
動
の
高
ま

り
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

の
参
加
を
募
集
し
て
い
ま

す
。政

党
で
は
日
本
共
産

党
、
社
民
党
、
新
社
会
党

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
は
、
田
川
地
区

平
和
セ
ン
タ
ー
（
電
話
22

―
１
７
７
６
）
、
庄
内
医

療
生
協
（
電
話

―
５
７

22

６
９
）。

山
形
県
学
童
保
育
連
絡

協
議
会
（
高
木
直
会
長
）

は
、
こ
の
ほ
ど
山
形
市
内

で
平
成

年
度
総
会
を
行

27

い
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
制
度
の
改
定

に
よ
っ
て
、
新
た
に
県
が

放
課
後
児
童
支
援
員
の
認

定
研
修
を
行
う
こ
と
と
な

る
こ
と
か
ら
、
県
連
協
と

し
て
も
研
修
が
着
実
に
行

え
る
よ
う
に
、
講
師
養
成

に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を

決
め
ま
し
た
。

会
長
に
高
木
氏
を
再
選

し
た
他
、
加
藤

太
一
市
議
も
副

会
長
に
再
選
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
の
後
、

厚
生
労
働
省
雇

用
均
等
・
児
童

家
庭
局
育
成
環

境
課
か
ら
講
師

を
迎
え
、
「
子

ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
に
お

け
る
学
童
保

育
」
と
題
し
て

研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。

日
時

５
月

日
（
土
）

23

時

分
～

時

12

30

16

会
場

山
形
市
保
健
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
（
霞
城
セ

ン
ト
ラ
ル
３
階
＝
山
形
駅

よ
り
ア
ピ
カ
（
自
由
通
路
）

を
通
り
徒
歩
５
分
）

学
習
講
演
会

講
師

黒
澤
い
つ
き
さ
ん

（
明
日
の
自
由
を
守
る
若

手
弁
護
士
の
会
共
同
代

表
）

「
自
由
と
人
権
奪
う
自
民

党
改
憲
」

全
体
交
流
会
（

時

分

14

30

～

時
）

16
資
料
代
５
０
０
円

参
加
申
し
込
み

山
形
県

事
務
局

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３

・
６
２
４
・
７
７
２
１

第
５
回
九
条
の
会
東
北
交
流
会

５
月

日

時

分
～
山
形
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

23

12

30

日
、
鶴
岡
市
市
議
会

27
会
派
代
表
者
会
議
が
行
わ

れ
、
こ
の
６
月
議
会
か
ら

一
般
質
問
に
「
一
問
一
答

方
式
」
を
導
入
す
る
こ
と
、

当
局
側
が
議
員
の
質
疑
の

真
意
を
質
す
こ
と
に
限
っ

て
議
員
に
質
問
で
き
る

「
反
問
権
」
を
認
め
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
こ
れ
ま
で

採
用
し
て
い
た
「
一
括
質

問
一
括
答
弁
方
式
」
と
選

択
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。議

会
で
の
議
論
の
活
性

化
と
市
民
に
わ
か
り
や
す

い
議
会
運
営
を
め
ざ
し
た

も
の
で
す
。

地
区
平
和
セ
ン
タ
ー
な
ど

団
体
（
４
月

日
現
在
）

16

24

で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

は
、
６
月

日
午
後
６
時

19

分
か
ら
鶴
岡
公
園
や
す

30ら
ぎ
広
場
で
「
戦
争
ノ
ー

・
若
者
を
戦
場
に
送
ら
な

い
『
戦
争
法
案
』
に
反
対

す
る
市
民
集
会
」
を
行
う

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

趣
旨
に
賛
同
す
る
団
体

５
年
に
１
度
の
核
不
拡

散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検

討
会
議
が

日
か
ら
ニ
ュ

27

ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で

始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
再
検

討
会
議
の
成

功
に
向
け
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
国
際
共

同
行
動
デ
ー

と
し
て
市
民

行
動
に
は
日

本
か
ら
１
０

０
０
人
を
こ

え
る
代
表
が

参
加
し
て
い

ま
す
。

山
形
県
民
医
連
か
ら
今

年
度
は
６
人
の
代
表
が
参

加
し
ま
し
た
。

そ
の
内
２
人
が
庄
内
医

庄
内
医
療
生
協
、
田
川

「
戦
争
法
案
」
に
反
対
す
る
市
民
集
会

６
月

日
午
後
６
時

分
～
や
す
ら
ぎ
広
場
で
開
催

19

30


